
-3.0%
-2.0%
-1.0%
0.0%
1.0%
2.0%
3.0%
4.0%
5.0%
6.0%
7.0%
8.0%

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢ
59年 60年58年56年 57年1955年

(前期比）

谷谷 （第４循環）
　岩戸景気
（第４循環）
　岩戸景気

（第３循環）
　神武景気
（第３循環）
　神武景気

実質GDP成長率実質GDP成長率

消費消費

輸出輸出
設備投資設備投資

その他その他
公需公需

山山

-2.0％

-1.0％

0.0％

1.0％

2.0％

3.0％

4.0％

5.0％

6.0％

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ
65年 66年64年62年 63年61年

(前期比）

谷谷 （第６循環）
いざなぎ景気
（第６循環）
いざなぎ景気

山山谷谷 （第５循環）（第５循環）
（第４循環）（第４循環）

山山

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ
71年 72年70年68年 69年67年

谷谷ニクソン
ショック
（71/8）

ニクソン
ショック
（71/8）

（第６循環）（第６循環） （第７循環）（第７循環）山山

(前期比）

四半期統計

実質GDP成長率とその寄与度

（１）1955年第3四半期～1960年第4四半期

（２）1961年第1四半期～1966年第4四半期

（３）1967年第1四半期～1972年第4四半期
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-7.0%
-6.0%
-5.0%
-4.0%
-3.0%
-2.0%
-1.0%
0.0%
1.0%
2.0%
3.0%
4.0%
5.0%

78年77年76年75年74年73年
ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

(前期比）

谷谷山山谷谷 （第８循環）（第８循環）（第７循環）（第７循環） （第９循環）（第９循環）
山山

実質GDP
成長率
実質GDP
成長率

消費消費

輸出輸出

設備投資設備投資

その他その他

第１次石油危機第１次石油危機

公需公需

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

84年83年82年81年80年79年
ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

谷谷 （第10循環）（第10循環）（第９循環）（第９循環）

第２次石油危機第２次石油危機

山山

(前期比）

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

90年89年88年87年86年85年
ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

谷谷
（第10循環）（第10循環）

プラザ合意
 （85/9）
プラザ合意
 （85/9）

（第11循環）
バブル景気
（第11循環）
バブル景気

山山

消費税導入消費税導入

(前期比）

（４）1973年第1四半期～1978年第4四半期

（５）1979年第1四半期～1984年第4四半期

（６）1985年第1四半期～1990年第4四半期

長
期
経
済
統
計

長期経済統計
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-2.5%

-1.5%

-0.5%

0.5%

1.5%

2.5%

97年96年95年94年93年92年91年
ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

谷谷
（第11循環）（第11循環）

 アジア
通貨危機
 アジア
通貨危機

（第12循環）（第12循環）
山山山山

消費税率引上げ消費税率引上げ

(前期比）

阪神・淡路
大震災
（95/1）

阪神・淡路
大震災
（95/1）

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

04年03年02年01年2000年99年98年
ⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

谷谷山山谷谷
（第14循環）（第14循環）（第13循環）（第13循環）

LTCM
危機
LTCM
危機

（第12循環）（第12循環）

(前期比）

-7.0%

-6.0%

-5.0%

-4.0%

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

11年10年09年08年07年06年05年
ⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠ

谷谷（第14循環）（第14循環）

東日本
大震災
（11/3）

東日本
大震災
（11/3）

リーマン
ショック
（08/9）

リーマン
ショック
（08/9）

山山
実質GDP成長率実質GDP成長率

消費消費

輸出輸出

設備投資設備投資
その他その他公需公需

(前期比）

（７）1991年第1四半期～1997年第4四半期

（８）1998年第1四半期～2004年第4四半期

（９）2005年第1四半期～2011年第1四半期

（備考）１．内閣府「国民経済計算」により作成。季節調整値。
２．１９５５年第３四半期から１９８０年第１四半期は、６８SNA、平成２年基準、固定方式。

１９８０年第２四半期以降は、９３SNA、平成１２年基準、連鎖方式。
３．四捨五入の関係上、各項目の寄与度の合計は必ずしもGDP成長率に一致しない。
４．「その他」の項目は、民間住宅、民間在庫品増加、輸入の合計。
５．第１４循環の景気の山及び谷は暫定。
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